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(57)【要約】

【課題】応力伝達作用及び定着力を十分に確保すること

が可能であって、基礎中に埋設される配筋と干渉が生じ

るおそれを低減できると共に、杭頭補強構造として、高

強度・高品質の溶接接合を確保できるようにすることで

杭頭部周りの施工上の品質を向上することが可能で、構

造強度を適切に確保できる杭頭補強構造及び杭頭補強ユ

ニットを提供する。

【解決手段】杭頭部２の外周面２ａ側方に、杭頭部の径

方向外方へ上下方向縦向きの姿勢で突出させて、杭頭部

の周方向に適宜間隔を隔てて配列される板状材４と、杭

頭部と接合される第１接合部１３及び板状材と接合され

る第２接合部９を有し、杭頭部と板状材との間で応力伝

達する応力伝達用板材５と、板状材に形成した貫通孔７

と、板状材に貫通孔周りに杭頭部の周方向へ突設された

突出部８とを備え、第２接合部は、板状材及び応力伝達

用板材に形成した凹状溝１０，１４を嵌合し、凹状溝に

沿う溶接接合で構成される。
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